
（様式１・小学校用①）                                 
 令和５年度 学 校 評 価 報 告    

                              草加市立稲荷小学校 
                                        （令和６年２月２日作成） 
１ 学校教育目標 
自ら学び （自分の考えをもち、よりよく判断し、行動できる子） 
心豊かに （互いのよさを認め合い、高め合える子） 
たくましく（心と体が健康で、笑顔と希望にあふれる子） 

２ 重点目標・努力目標 ３ 前年度の成果と課題 
最重点目標 
○ 児童の「学力向上」 
○ 教職員の「働き方改革」の推進  
重点目標 
「子供と向き合う学校づくり」 
・ 学習指導の充実 
・ 生徒指導の充実 
・ 豊かな心と体力づくりの充実 
・ 安心・安全な教育環境の整備・充実 
・ 家庭・地域に根差した教育の充実 
・ 学年・学級経営の充実 

成果 
○松江中学校区研究発表に向けて、小中相互

の研究授業参観や合同研修会を行い、小中
を一貫した教育の研究を充実させることが
できた。 

課題 
●幼保との連携を強化し、一貫教育の一層の

充実を図る。 

 
４ 評価表 ※評価基準〔Ａ：十分達成している Ｂ：おおむね達成している Ｃ：やや不十分である Ｄ：不十分である〕 
領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題 
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①組織運営 ・学校経営目標、方針 
・校務分掌組織 
・適所への適材配置 
・職員会議等の運営 
・予算の執行・決算、監査等 

Ｂ ○職員会議や校長室だよりを有効に活用
し、校長の学校経営方針や組織経営計
画等について繰り返し説明することで
共通理解を図り、教職員の学校運営参
画意識を高めることができた。 

●企画委員会について、情報共有だけで
なく方策策定としての機能を高める。 

 
②研究・研修 ・研究組織、計画、実施 

・校内研修の推進 
・授業改善への取組 
・校外研修会への参加 
・人材育成 

Ｂ ○個人のテーマに基づく研修であったた
め、注力したい教科に特化して研究を
深めることができた。 

●協働的に学び合える研修組織づくりと
研究・公開授業本数の見直しを行う。 

③保健管理・安全管理 ・保健計画、安全計画 
・環境衛生の管理 
・健康観察、安全点検 
・緊急事態発生時の対応 
・危機管理マニュアルの作成・活用 

Ａ ○台風や雷雨の際は最悪を想定し臨機応
変に対応した。 

○研修を踏まえて、危機管理マニュアル
の見直しや昇降口常時閉扉を行った。 

④情報管理・施設設備管理 ・個人情報の管理、保護 
・施設設備の管理と有効利用 

Ａ ○成績処理や個人情報の管理を校務用パ
ソコンのみで行うことで情報管理の徹
底を図った。 

○安全点検の結果に基づき施設設備の修
理を適切に行った。 

⑤地域との連携 

  開かれた学校 

・学校情報の発信 
・学校公開の実施 
・学校運営協議会の推進 
・地域、校種間連携 
・PTA活動の活性化 

Ａ ○学校ホームページを毎日更新した。 
○毎学期の授業参観及び１１月の学校公

開を実施した。また、近隣の幼稚園・
保育園の年長園児保護者へ授業参観や
学校公開の案内を作成・配布した。 

○町会主催「避難所開設訓練」やＰＴＡ
主催「いなり祭り」、「幼保招待交流
給食」等実施した。 

     



 

⑥幼保小中を 

 一貫した教育 

・目指す子ども像の共有 
・１５年間を通じたカリキュラムの編成 
・一貫教育推進のための組織づくり 

Ｂ ○幼保小の円滑な接続を進めるため、８
月に幼保連絡協議会を実施した。 

○松江中学校区幼保小中一貫教育研究を
継承し、「草加っ子の学びを支える授
業の５か条」を踏まえた授業改善を行
った。 

●１５年間を通じたカリキュラムの見直
しを進めるための幼保小中連絡協議会
の開催を検討する。 

 
（様式１・小学校用②）                                 

                                                          草加市立稲荷小学校 
 領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題  
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①教育目標・教育計画 ・１５年間を通じたカリキュラムの編成、実施 
・教育計画の作成 
・教育活動の評価 
・目標、方針の周知 
・授業時数の配当、確保 

Ｂ ○コロナ禍以前に実施していた活動のう
ち、教育効果の高い活動を精選しなが
ら再開させることができた。 

●引き続き、適時適切に時数削減を行う。

②教科指導 ・指導計画の立案 
・主体的・対話的で深い学びの 
   視点に立った授業改善 
・評価、評定の工夫 
・外部人材の活用 

Ｂ ○鉛筆の持ち方や話を聞く姿勢等、共通
指導事項を明確にした。 

○３学年以上において、学年内教科担任
制を進めた。 

●タブレット端末の効果的な活用を一層
進める。 

③道徳教育 ・全体計画の作成 
・各教科との関連 
・道徳的実践力の育成 
・家庭、地域社会との連携 
・いのちの教育の推進 

Ｂ ○場面絵が使いやすく整理されている。 
●道徳的実践力の向上を図るため各教科

等と関連させた指導を充実させる。 

④外国語・外国語活動 ・指導計画の立案 
・指導方法の工夫と改善 
・評価、評定の工夫 
・各教科、道徳教育との関連 
・中学校との連携 

Ａ ○英語専科による指導は児童の満足度が
高く、外国語活動に慣れ親しむことが
できていた。 

⑤特別活動 ・指導計画の立案 
・学級活動、学級経営 
・学校行事 
・児童会活動 

Ｂ ○指導課Ｂ訪問への取組を通して、学級
活動の充実を図ることができた。 

○児童が課題と捉えている「あいさつ」
に関する取組を実施できた。 

⑥「総合的な学習の 

  時間」の指導 

・指導計画の立案 
・指導内容の充実 
・指導方法の工夫と改善 
・評価の工夫 
・地域の人材・物的資源の活用 

Ｂ ○各教科等や学校行事と関連させ指導計
画を立案することができた。 

●地域人材活用を進める必要がある。 

⑦生徒指導 ・組織的な生徒指導 
・問題行動への対処 
・教育相談、児童理解 
・いじめ防止対策 
・保護者、地域、諸機関との連携 

Ａ ○「気になる子ファイル」や生徒指導月
例報告を通して共通理解を図ることが
できた。 

○管理職を中心に組織的な生徒指導対応
を進めることができた。 

●廊下歩行について、引き続き指導が必
要である。 

⑧キャリア教育 ・計画の立案 
・指導内容の充実 
・中学校との連携 
・啓発的経験の充実 
・家庭、地域との連携強化 

Ｂ ○特別活動（３）や総合的な学習の時間
を用いて、取り組むことができた。 



⑨特別支援教育 ・個別の指導計画、支援計画 
・指導方法の工夫と改善 
・通常学級との交流 
・諸機関との連携 
・校内支援体制の整備 

Ｂ ○校内研修会や巡回相談を複数回実施す
ることで、個に応じた支援の工夫改善
を図ることができた。 

●関係機関との連携を一層密にしてい
く。 

⑩学校図書館教育 ・指導計画、支援計画の作成 
・図書館補助員の活用 
・諸機関との連携 
・図書館の整備 
・図書館利用の工夫 

Ａ ○読み聞かせボランティアによる読書タ
イムでの読み聞かせを実施した。 

○読書ビンゴや本のリクエスト等、様々
な方策で図書館利用の促進を図った。 

 ⑪情報教育 ・教育計画の作成 
・校内研修の充実 
・ＩＣＴ機器の積極的な活用 
・情報モラル教育の推進 

Ｂ ○学習意欲を喚起するための方策として
ＩＣＴの活用を促進することができ
た。 

●すべての教員が自信をもって活用でき
るようにするために研修の充実を図
る。 

⑫人権教育 ・全体計画の策定 
・各教科との関連 
・人権感覚の育成 
・校内研修の充実 

Ｂ ○校内研修で「性の多様性」について学
ぶことができた。 

●人権感覚育成プログラムの効果的な活
用を推進する。 

  

（様式１・小学校用③）                                 
                                                           草加市立稲荷小学校 
 領域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題 
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①児童の学力向上 ・校内研修の充実・活性化 

・各学力・学習状況調査の検

証と改善 

・松江中学校区幼保小中一

貫教育研究の継承 

Ａ ○草加市学力・学習状況調査結果につい
て、調査対象すべての学年・すべての
教科で草加市の平均を上回る結果とな
った。 

②教職員の「働き方

改革」の推進 

・「明日が楽しみになる職場

づくり」の推進 

・「稲荷小 働き方改革グラ

ンドデザイン」の推進 

・「業務改善提案制度」の実  

 施 

Ａ 〇会議の時間短縮や削減、成績処理の時
間確保等、教職員の意見を生かした業
務改善の具体的な取組が行われ、在校
時間が削減された。 

○教職員のストレスをためないための
様々な施策を講じたことで、病休取得
者０であった。 

●全教職員の「時間外在校時間月４５時
間以内、年３６０時間以内」達成に向
け、業務量を削減するための取組を引
き続き実施していく。 

③家庭・地域との連

携・協働 

・「よくわかる！稲荷小学

校」の作成と配布 

・「いなりっ子・共育プラン」

の作成と配布 

・学校ホームページの毎日

更新 

Ａ ○ホームページの毎日更新を実施し、学
校情報の発信に関する保護者アンケー
トでは９５．５％の肯定的評価を得た。

 
 
 
 
 
 
 
 



 
５ 総合評価（学校関係者評価を含む） 
・学校ホームページの毎日更新や、学校の考えが伝わる学校だよりの作成、連絡メール「す
ぐーる」を活用したこまめな情報発信を実施したことにより、学校評価「学校は、ホーム
ページ、学校だより、メール等で積極的に情報公開（発信）をしている。」の項目で、保
護者の９５．５％が当てはまると答えている。 

・年度３回実施した業務改善提案制度で募った職員の意見をもとに、職員会議の時間短縮や
削減、行事の精選、成績処理の時間確保など、具体的な方策を行うことで「働き方改革」
を進めることができた。 

・草加市学力・学習状況調査では、調査対象すべての学年・すべての教科で草加市の平均を
上回る結果となった。また、５・６学年において昨年度と比較し、学力の伸びがみられた。

・学校関係者評価では、今年度も教員の丁寧な指導により児童は意欲的に授業に取り組んで
おり、学校は工夫を凝らし様々な活動を実践しているとの評価をいただいた。 

６ 次年度の改善策 
・令和３・４年度の草加市教育委員会研究委嘱や今年度の校内研修を土台としながら、令和
７・８年度の草加市教育委員会研究委嘱を見据え、令和６年度はその準備期間となるよう
な校内研修計画を立案し実施していく。 

・家庭学習の取組や鉛筆の持ち方、学習用具の準備等、学習規律の育成について、家庭の協
力を得ながら取組を進めていく。 

・昨年度は小中の連携が強化され、今年度は幼保小の連携が強化された。次年度は、幼保小
中を一貫した教育の推進に向けて、本校がその「橋渡し役」となるべく取組を進めていく。

・地域人材の活用や地域の方との交流など、各教科等での効果的な外部人材の活用を推進す
る。 

 


